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が 進 み 、

食生活における生活者･の意識・行動について
住正宏 ○坂本加奈 水口建治 司ll征郎 (森永乳業 ㈱ ）

食　　物

アの発展等による情報化や食品の製造技術の進歩により食の多様化

ます変化している。この食生活における生活者の意識・行動、およ
関係をアンケート調査により明らかにすることを試みた。と食生活の関係をアンケート調査により明らかにするこ

０００年の７月に往復郵送による留め置き法でアンケーL方法』2000 年の7 月に往復郵送による留め置き法でアンケート調査を行い、首都圏
に在住する1  8歳から6  9歳の16  28 名から有効回答を得た。内訳は男性799 名、女
性8  2 9名であった。健康についての意識や、食生活で心がけていること、食生活に関す
る考え、行動な どについての質問から得られた回答について クロス集 計、因子分 蛎、 クラ

スター分析などで解析を行った。

［結果］調査節象者で健康に自信を持っている人は5  9% であった。健康につい て不安を

感じてい る内容は、体力低下（5  1% ）、視力 の低下（4  2% ）が多 かった。健康のため
・ 。･。＿　--･■　＝　　　　　　　　■に食生活で心掛けていること
食を必ずとる」（5  8% ）、

氏下（4 2% ）が多かった。健康のため
、「野菜を多くとる」（5 8% ）、「朝
しくとる」（4 7% ）が上位３項目であ

り、全ての項目で、男性より女|生の数値の方が高く、食生活に対する-k＼生の意識の高さを
示していた。食生活に関する意識や行動についての質問（４０項目）の回答について、因
子分析を行った結果、 「自然・天然志向」を示す軸、「簡単・便利志向」を示す軸、「流
行・トレント志向」を示す軸の３軸を抽出した。また、この因子分析の結果を元に、クラ行・トレント志向」を示す軸の３軸を抽出した。また、この因子分析の結果を元に、クラ
スター分析を行い、生活者を６つのクラスターに分類し、クラスターの違いによる食意
識・行動の傾向を明らかにすることができた。

lDa-4
肉料理からみた食生活の比較文化 １。若者の肉料理の嗜好

聖徳大　○田名部　尚子

［目的］ 田名 部・吉田（19  9  9 ）' ）は、料 理書記 載の肉料理レシピ から 、調 理文化 の特

性 が分別 できる調味料、 香辛料 、香味 野菜 の種類 とその出 現頻度 の数値を 報告 した。 本研

究 では若者 の創 作肉料理 の分析 にこの数値を 適用 し、その食嗜好 の傾向をつい て調 べ、21

世紀 を迎えた日本 の食生活 の状況 を比較調理文化 の立場 から分析する。［方法］ 料理は、

肉 素材 、料 理様式は自由選択 とし、 自分自身 が食 べたい と思 う条件で創作した肉料理 とし

た。創 作者 は本学勤務の21 ～27 歳の女性15 名 とした。各創作料理より、しょうゆ、さとう、

みりん、酒 、うま味 調味料（風 味調味料を含 む）などの調 味料、タマネギ、ネギ、ニンニク、ショウ

ガ、トウガラシ類､ パセリ、コショウなどの香辛野菜･ 香辛料の出現頻度を肉素材別に集 計し、肉素

材別 に出現 頻度を算出 した。 これ らの出現頻度のデ ーター と前報1) のデ ーターを併合して

分散 共分散 行列表 を作成 し、主成分分析を 行っ た。［結果］ 創作肉料理のしょうゆの出現頻

度は 、豚肉･ 鶏 肉料理は1.000 と0.750 、牛肉料 理と牛豚合い挽肉料理では0.333 と0.000であっ

た。主成 分分析の結果 、各料 理の 主成 分得 点のZ  1 軸 （寄与率48.59% ）とZ  2 軸（寄与 率

12.15% ）によっ て描い た散布図 では 、若者 の創 作料理集団は 、伝統的な日本料理様 式料 理、

中国料理様式料理、西洋料理様式料理集団 との中間に分布 した。こ のうち牛豚 合い 挽肉料

理 と牛肉料理は西洋 料理の調理文化 に近く、鶏 肉料理、豚 肉料理は中国料理 の調理 文化 に

近く位置した。 これらのことから、日本の食嗜好 は、調 理素材別に世 界の調理 文化 の味付

けを受け入れながら、新たな特徴を形成しつつあ るこ とが示唆 された。1 ） 田名部 ・吉田
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